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中学生で東日本大震災を経験した青年がとらえた
学校の支援に関する研究

―中学校から大学・専門学校までの中長期の支援をふまえて―

○高橋花歩（盛岡市立山岸小学校） 小林朋子（静岡大学）

キーワード：子ども，支援，災害

問題と目的

災害後の子どもへの支援についての研究で

は，冨永 や小林 の研究のように，

支援者側からの視点についての研究が多かっ

た。しかし，今後支援を行っていくうえでは，

支援を受けたことのある人たちに思いや考え，

気持ちを聴き，それらを踏まえて今後の支援に

反映していくことが必要であると考える。支援

された子どもから支援を捉えた研究では，窪田

ら が行ったような量的調査のみにとど

まる。これらの調査では行われた支援や行って

欲しい支援が明らかにされていた。しかし，支

援に対してどのような感情を抱いていたか，長

期的な支援を経験してきて現在どのように感

じているかという振り返りなどはこれまでの

研究では行われていない。そのため，インタビ

ュー調査を行うことで，これまで研究が難しか

った，時間に伴う支援への感情の変化や現在か

ら当時を振り返って感じていることなど細や

かな部分についても明らかにすることが出来

るのではないかと考えた。そこで，本研究では，

東日本大震災発生時に中学生であった大学生

を対象とし，震災当時から今までに行われた支

援について，その支援を受けた子どもの視点か

ら当時どのように感じていたか，また現在どの

ように感じているかを分析し，災害後の時間の

経過に伴い必要とされる支援に関して考察す

ることを目的とする。

方 法

本研究は，東日本大震災から現在までの時間の

流れに沿って検討を行っていく必要がある。そ

のため今回は，このようなプロセス的特性を持

つ現象の分析に優れている が適している

と考えた。東日本大震災発生時に 県 市で

中学校 年生だった大学生，専門学生 名に半

構造化面接を行い，面接過程は全て レコー

ダーに録音した。分析の手順は，田村・石隈

を参考とし， つのステップで構成した

。発表について対象者の了承を受けて

いる。

結果と考察

中学校３年生時の支援について 震災から

１か月が経過した後，中学 年生になったため，

高校受験はどうなるのか説明してほしかった

という≪進路への支援の要望≫があった。また，

対象者は震災前に海外に興味を持ち始めてい

たが，震災後は何も考えることが出来なくなる

という≪災害を経験したことによる短期的な

考え方の変化≫について語っていた。葉養

は東日本大震災後に仮設等居住者は元

の自宅居住者と比較して大学進学の可能性に

対する意識が低いこと明らかにしていた。しか

し，高校進学はその後の進路にも影響を与える

ため，災害時であっても十分に指導をしていく

必要があると考えた。また，対象者は当時の支

援を振り返って，震災後に様々な支援を受けて

以降，社会の役に立ちたいという意識が芽生え

たと述べている。これを肯定的な見方で捉えて

いた人がいた一方で，それによって視野を広く

持って進路を考えられなかったという否定的

な見方もあった。災害が起きた後の子どもへの

キャリア教育に関する支援についてはこれま

で研究されていないため災害後のキャリア教

育についてさらに検討を行うべきであると考

えた。 災害後の心理的支援 まず，対象者

からは震災後にクラスが荒れ，特定の人をいじ

めるという行為が起きるという≪人間関係の

不安定さ≫があげられた。次に，〈大きな被害

を受けた級友への過度に気遣わない振る舞い〉

をしていたり，級友からの関わり方に肯定感を

持ったりする≪生徒同士での気遣い≫も述べ

られた。しかし，このような気遣いをする中で

も生徒たちは自分の行動が級友を傷つけてい

ないかを気にしていた。これまでは災害時の支

援として，大きな被害を受けた生徒を中心とし

たカウンセリングなどの個別支援が必要であ

るとされているが，本調査では学級内での関係

などに関する支援を求める意見を対象者が述

べており，学級や学年単位といった大きな単位

に対する中長期的な支援の必要性も明らかに

なった。
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障がい・疾患を有する家族をもつ子どもの精神的健康に関する一考察
―主観的なケア役割の程度と家族関係に着目して―

○藤田由起（九州大学大学院） 遠矢浩一（九州大学）

キーワード：ケア役割，家族関係，精神的健康

目 的

障がい・疾患を有する家族をもつ子どもの，該当家族

へのケア役割の差や家族関係の違いと，彼らの精神的健

康の関連について明らかにし，そのような子どもの支援

方法について考える手がかりとすることを本研究の目的

とする。

方 法

障がい・疾患を有する家族と暮らした経験のある成人

79 名，上記のような経験のない成人 100 名を対象とし，

Web上で質問紙調査を行った。質問紙は，フェイスシー

ト，筆者が作成した母親の養育態度尺度（19項目）及び

きょうだい関係尺度（23項目），DSRS-C（村田他，1996）
（18項目）で構成された。各尺度については，対象者が

小学校卒業までの時期を思い浮かべて回答するよう求め

た。

結 果

ケア役割の程度が精神的健康に及ぼす影響

障がい・疾患を有する家族へのケア役割を担っていた

程度を問う項目の回答によって，ケア役割高群（以下「高

群」），ケア役割低群（以下「低群」），家族の障がい・疾

患なし群に分け，3 群を独立変数，DSRS-C の 2 下位尺

度得点を従属変数とする一要因分散分析を行った。その

結果，高群が家族の障がい・疾患なし群よりも有意に「抑

うつ気分」得点が高かった（F（2，176）= 3.16，p < .05）。
障がい・疾患を有する家族をもつ子どもの家族関係と

精神的健康

高群，低群における，養育態度及びきょうだい関係と

DSRS-Cの相関関係を求めた（Table 1，2）。高群では，

きょうだい関係とDSRS-C間で複数の有意な相関，母親

の養育態度の「従順性」とDSRS-Cの「抑うつ気分」間

で有意な正の相関がみられた。低群では，母親の養育態

度の「配慮性」とDSRS-C間に有意な負の相関がみられ

た。

考 察

家族のケアを担う子どもは，ケアの受け手を優先し，

自分の健康や教育等を確保できなくなることもある上，

周囲から自身に対する支援や助言を得づらいことが示唆

されている（澁谷，2017）。本研究の結果から，ケア役割

を多く担う人々は，様々な負担を受けるにも関わらず，

それに伴う悩みや不安を他者に相談し，適切な支援を得

ることが難しく，心理的影響を受けやすいと示唆された。

また，そのような環境に置かれやすいケア役割を多く担

う人々にとって，境遇が近いきょうだいとの関係が支え

になりやすかったこと，子どもがケアの担い手となるこ

とで，親子関係が逆転しうる状況の中で，親としての考

えを示さないことは，親からの関与感を抱きにくくさせ，

抑うつ感に繋がることが示唆された。さらに，障がい・

疾患を有する家族がいても，子どもにケアを担わせず，

子どもらしく過ごすことを保障すること，母親が子ども

にも目を向け，受容的に関わることが，子どもの高い精

神的健康度と関連すると示唆された。
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